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巻頭言 

先達に学ぶ養護教諭の原点 

中安紀美子 

 

第Ⅰ部 投稿論文 

〔原著論文〕 

小児ガンの子どもの学校生活に関する文献検討 

橋本浩子 

フェルデンクライス・メソッドがもたらす健康状態改善効果 

小林きよ子 

―主にＰＯＭＳを用いた査定― 

 

〔論文〕 

1960 年代の養護教諭‐職務の自己定義をめぐる問題‐ 

杉村直美 

女子学生のフェルデングライシス メソッド適応効果 

―唾液アミラーゼ法とＰＯＭＳによるストレス度の検討―  

小林きよ子 

特別支援教育における学級担任の役割と問題点 

渡邉一博・高橋裕子 

健康相談活動における養護教諭実践の省察      

高橋美代子・佐藤 理 

保育士養成系大学に学ぶ女子学生のジェンダー規範意識に及ぼす要因についての検討 

伊藤常久 中島千恵子 土井豊 数見隆生 

外国人児童への養護教諭のかかわり‐集住地域小学校養護教諭に対する輸送調査とインタビューか

ら 

井上芙美 高野奈緒美 野村和雄 

 

〔研究資料〕 

歯垢と齲歯および歯肉炎の関連‐Ａ市の小・中学生について‐ 

村田成江 

日本教育保健学会共同研究 

「通常の学級で学ぶ病気や障害のある子どもへの支援に関する研究」最終報告 



猪狩恵美子 数見隆生 河田史宝 佐藤理 穴戸洲美 鈴木裕子 

高橋裕子 中村富美子 野村和雄 藤田和也 山本浩子 

 

第Ⅱ部 年次学会報告 

第４回 日本教育保健学会（200７年５月１９日～20 日 金沢大学）  

講 演 「口（歯）を窓口とした連携」 

シンポジウム「保健室からの発信と連携」 

課題別セッション 

①再び，養護教諭のしごと‐今，子どもをどう理解し，向き合うか‐ 

②地域連携を根付かせるための戦略 

③幼稚園での「気になる子ども」への関わり 

④保健の授業で実践力の育成とどう向き合っているのか 
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